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 貝嶋麗奈。１６歳。横浜市にある訓盲

学院に通う高校１年生の女の子です。 

 麗奈は１歳１０ヶ月の時にヘルペス菌

による髄膜脳炎にかかり、その後遺症で

全盲ろうのになりました。麗奈が始めて

乗馬を体験したのは、盲ろうになって１

年ぐらいたった頃、マザー牧場だったと

記憶しています。この頃はとにかくおと

なしくしていることがなく（今もそう変

わりはありませんが・・・）、とにかく

高いところへ登ることが好きでした。乗

馬と言っても、馬の背に直接乗ることは

せず、一緒に乗った私の上に乗っていた

状態で、本人は馬の存在には全く気付い

ていなかったかも知れません。そんな麗

奈でしたが、小学４年生の頃からこちらの会でお世話になることになりました。 

 初めは、かんしゃくを起こして乗れないこともしばしばありましたが、辛抱強く対応し

ていただいたおかげで徐々に乗っていられる時間も長くなり、今では人並みに乗ることが

できるようになりました。情報障害である盲ろうということをきちんと理解いただき、次

の動作の予告をサインという形を導入するなど、それぞれ個々の障害状態にあった対応は

大変ありがたく感謝しております。今の課題はいかに乗馬を楽しむようになれるかです。 

おかげさまで、馬に乗ることへの抵抗はなくなりましたが、楽しんでいるとは決して言え

ない状態です。盲ろう者にとって、楽しむことができるのは乗馬のような参加型のイベン

トであり、何とかその楽しさを理解できたらというのが切なる願いです。 

 その時その時で、麗奈が興味をもつものが変わりますので、いずれ動物に対して興味が

向くことを期待しています。これからも宜しくお願いいたします。 

                                横浜市 貝嶋信之 
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 初めて乗馬会に参加したのはいつか忘れてしまうくらい 

長くお世話になっています。息子はダウン症ですが、 

今年養護学校の高等部一年生になりました。小学校 

入学の頃から参加していますので、もう十年です。 

最近は「つくし」に騎乗していますが、一人で 

乗り降りも出来る様になり、私も安心して見て 

いられるようになりました。でもまだ人参を 

あげるのは怖いようです。乗馬会はいつも楽しみ 

にしているのですが、お出かけして食事をするのと 

セットになっているのでどっちが目的か微妙です。 

まあどっちも楽しみなんでしょうが・・・・ 

また会の皆さんやボランティアの皆さんの熱心さにはいつも頭が下がります。感謝しなが

らこれからも参加させていただきます。いつもありがとうございます。  青木宏憲の母 

 

 

 

外郎売の口上は約300年前の江戸の享保年間に二代目市川団十郎によって作られたもの

です。口上は音声表現として、日本語が持っている色々な可能性を極めたものであります。

言葉の面白さ、言い回しの面白さがあふれています。この口上の持っている文化的、歴史

的意義も小田原を再発見する契機となります。また口上を練習し自分のものにすることは、

日本語を伝達のよりよき道具とする場となります。そして口上それ自体が小田原を語るた

めのよき道しるべとなってくれるものです。小田原にいてこの外郎売の口上を知ることは、

小田原を知ることであり、日本語をよりよき道具とし、小田原を外に向けて発信すること

です。いまここに小田原大会と銘打って外郎売口上大会を開くのは、小田原の人に、特に

子供たちに外郎売の口上に触れてもらいたいからです。小田原という町に今までとは違っ

た形で触れ、自分のものにしてより大きな世界に飛び出してほしいと思うからです。 

 また外郎売の口上大会を小田原で開

催することで、ういろうといえば名古

屋を連想する今の状況に大きな変化を

期待できます。そして、演劇、放送関

係ではよく知られている外郎売の口上

を一般の人にも周知することができま

す。そのことで全国からの大会参加者

や観客を動員でき、観光、商業振興に

寄与すると思われます。また古典文化

に縁遠くなっている人たちにも日本の

古典文化に触れる機縁となります。特

に子供たちにとって声を出すという文

化の再発見は素読という文化を持っていた日本の文化に大きく寄与できると思います。そ

れは市川団十郎という歌舞伎役者が約300年前に日本に残してくれた日本の財産だから

です。                                 桜井広利 

      
  

外郎売の口上 

１０年目の乗り手 



土岐・運・来 第３６号 

- 3 - 

 

 



土岐・運・来 第３６号 

- 4 - 

 

 

 

                  「道産ポニー 

                   （お父さんが道産子、お母さんがポニー） 

                     Ｈ１６年３月３日の北海道生まれ 

                      青毛、小星（額に白い星かある） 

                      人が好きな血筋ですが、体格や足が 

                     ポニーの母さんの血を引いてきゃしゃな

                      為、体重の軽い大人か子供だけの担当に

                      しています。 

                     また、今はひき馬だけですが、今後は調教

                    をして手綱で乗れるようになります。」 

 

      
 
  

 

 会の活動を広めるために、仕事関連のイベントなどに会のＴシャ

ツを着て行っています。このイラストが大好評で、欲しいという人

も多く、また、これを見て自分たちの会のＴシャツを作ることにし

たというグループもいます。 

 Ｔシャツを作ってくれた皆さんありがとう。     やぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定期乗馬会の予定 

１２月 ７日（日） 

 １月１８日（日） 

後援：小田原市 

助成・寄付等：ボランティアグループ等活 

 動団体助成金(社協)、ともしび基金果実事 

 業、富士ゼロックス端数クラブ、㈱富士 

 ゼロックス、パルシステム神奈川ゆめコ 

 ープ、日本スポーツカード協会 

｢自然・馬・人の会｣会長桜井広利 

〒250-0045 小田原市城山１－３－２２       

TEL0465-32-1308 FAX0465-32-1332    

E-mail  na-nhp@wb3.so-net.ne.jp(中村)       

HP  http://shizen-uma-hitonokai.la.coocan.jp 

 

お願い 

私達の会の運営は皆さんの会費だけではなく、助成金、寄付金を得ることによって１０年間続

けることができました。今年は去年までの大口の助成金が得られなくなり、このままですと会費・

研修費の大幅な値上げをしなければいけません。助成金・補助金情報をお知らせください。 
 

サドルバックの若手 クロタカ 


